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鋼管杭協会

ハット形鋼矢板900
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SP-10HSP-10H SP-25HSP-25H

１. 『ハット形鋼矢板900』とは

Ⅰ １枚当りの有効幅が900mmの薄肉大断面形状
Ⅱ 矢板形状がハット（帽子）形

Ⅰ １枚当りの有効幅が900mmの薄肉大断面形状
Ⅱ 矢板形状がハット（帽子）形
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『ハット形鋼矢板900 』の呼称について

ＳＰ－１０Ｈ

ＳＰ－２５Ｈ

断面二次モーメントの上２桁の数字

10Hは10,500cm4/m
25Hは24,400cm4/m

SHEET PILE

Ⅱｗ

Ⅲｗ

HAT
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Ｕ形鋼矢板との主な違いＵ形鋼矢板との主な違い ①大断面構造

②矢板形状→継手位置

 

900mm 

230mm

ハット形鋼矢板900〔SP－10H〕

ハット形→継手：壁体外縁
９００幅

230mm

600mm 
260mm

Ｕ形鋼矢板 Ⅱw（広幅型 ）

Ｕ形→継手：壁体中立軸
６００幅

260mm

隣り合う鋼矢板を反転しながら施工

隣り合う鋼矢板を同一の向きで施工
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２. 『ハット形鋼矢板900』の特長

①優れた施工性

②高い構造信頼性

③優れた経済性

①優れた施工性

②高い構造信頼性

③優れた経済性
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① 優れた施工性① 優れた施工性

Ⅰ １枚あたりの剛性が高いⅠ １枚あたりの剛性が高い

１枚あたりの断面二次モーメント（変形）

10H：9,430cm4

Ⅱw：2,110cm4 ４．５倍

25H：22,000cm4

Ⅲw：5,220cm4 ４．２倍

土中内の変形を抑制
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① 優れた施工性① 優れた施工性

Ｕ形鋼矢板

継手の競合い力 大鋼矢板を山谷を交互に打設

鋼矢板を同一方向に打設

ハット形鋼矢板９００

継手の競合い力 小

Ⅱ 継手の競り合いによる貫入抵抗が小さいⅡ 継手の競り合いによる貫入抵抗が小さい
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① 優れた施工性① 優れた施工性

Ⅱ 継手の競り合いによる貫入抵抗が小さいⅡ 継手の競り合いによる貫入抵抗が小さい

Ⅰ １枚あたりの剛性が高いⅠ １枚あたりの剛性が高い

従来のＵ形鋼矢板に比べ

長尺施工が可能

従来のＵ形鋼矢板に比べ

長尺施工が可能

＝施工時の土中変形が小さい
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② 高い構造信頼性② 高い構造信頼性

Ⅰ 継手を最外縁に配置（継手効率100％）Ⅰ 継手を最外縁に配置（継手効率100％）

曲げ変形を受けたときに継手がズレる

→上半分と下半分が構造体として分離される

＞
継手位置が最外縁の方が
構造断面性能大

ハット形鋼矢板900は継手のズレによる構造性能の低下が不要

曲げ変形を受けたときの継手せん断ズレなし
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継手のせん断ずれ有り

平面保持が成立して
いない

外縁応力、変位量の
増加

断面係数、断面２次
モーメントの低減

低減率：継手効率

災害復旧：Ｉ→Ｉ ０．８

継手のせん断ずれなし

断面係数、断面２次
モーメントの低減不要

継手効率：１．０

Ｕ形鋼矢板 ハット形鋼矢板

② 高い構造信頼性② 高い構造信頼性
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② 高い構造信頼性② 高い構造信頼性

Ⅱ 全断面有効な形状Ⅱ 全断面有効な形状
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2枚嵌合

単体

P yo：降伏荷重（材料規格値）

P mo：全塑性荷重（材料規

P yo：降伏荷重（材料試験値）

P mo：全塑性荷重（材料試験値）

1.6m 1.6m 1.6m

 

荷
重

変位

曲げ試験結果

全塑性荷重まで確実に耐力を発揮

壁体（２枚嵌合）曲げ試験状況

終局状態での破壊状況
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従来のＵ形鋼矢板で考慮していた

継手効率による断面性能の低減が不要

② 高い構造信頼性② 高い構造信頼性

Ⅰ 継手を最外縁に配置（継手効率100％）Ⅰ 継手を最外縁に配置（継手効率100％）

Ⅱ 全断面有効な形状Ⅱ 全断面有効な形状

圧縮ウェブ側に局部座屈を生じず

十分な塑性変形性能を発揮できる
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③ 優れた経済性③ 優れた経済性

Ⅰ 鋼材重量の低減Ⅰ 鋼材重量の低減

1261,610
24,400

（≒32400 0.8
）

160.4ＳＰ－２５Ｈ

96902
10,500

（≒13000 0.8
）
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ハ

ッ

ト
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1361,80032,400173.2ＳＰ－Ⅲｗ

1031,00013,000131.2ＳＰ－ⅡｗＵ

形

重量
kg/m2

Ｚ
cm3/m

Ｉ
cm4/m

断面積
cm2/m

型式

壁幅１ｍ当り

７

％

削

減

① 継手効率による断面性能低減が不要

（継手効率０．８の場合）
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③ 優れた経済性③ 優れた経済性

Ⅰ 鋼材重量の低減Ⅰ 鋼材重量の低減

① 継手効率による断面性能低減が不要

② 薄肉大断面形状であることから、
単位壁面積あたりの鋼材重量の低減可能

③ 優れた施工性が確保できることから、
施工性から断面を決定していた場合、鋼材重量の低減可能

広幅型鋼矢板と比較した場合、

単位壁面積あたりの鋼材重量を７～２９％低減可能

広幅型鋼矢板と比較した場合、

単位壁面積あたりの鋼材重量を７～２９％低減可能
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③ 優れた経済性③ 優れた経済性

Ⅱ 工事費縮減・工期短縮Ⅱ 工事費縮減・工期短縮

ハット形鋼矢板900：有効幅900mmの大断面構造

従来の広幅型鋼矢板とほぼ同等工期で、

１．５倍長の壁体築造が可能

従来の広幅型鋼矢板とほぼ同等工期で、

１．５倍長の壁体築造が可能

工事費縮減（約１０％～３０％）、
工期短縮（約３０％）が可能
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ハット形鋼矢板900による施工事例の紹介

３. 『ハット形鋼矢板900』の施工

①バイブロハンマによる施工

②油圧圧入機による施工

①バイブロハンマによる施工

②油圧圧入機による施工
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① バイブロハンマによる施工① バイブロハンマによる施工

Ⅰ 施工機械の開発Ⅰ 施工機械の開発

 

ハット形鋼矢板900（有効幅900mm）

ウェブ

フランジ

アーム

広幅型鋼矢板（有効幅600mm）

フランジ
ウェブ

 

49
4

チャック詳細
チャック全体
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① バイブロハンマによる施工① バイブロハンマによる施工

ウエブ１点で把持するシングルチャックが一般的
ハット形鋼矢板はＵ形鋼矢板より有効幅が広く、
形状がハット形であるため良好な施工性を確保するた
めに専用のチャック装置が必要

Ⅰ 施工機械の開発Ⅰ 施工機械の開発

フランジ２点で把持するダブルチャックを開発

Ⅱ 施工機械の特長Ⅱ 施工機械の特長

荷重作用点と重心位置が一致することから
振動荷重が効率よく伝達でき、安定した打設性能を発揮
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② 油圧圧入機による施工② 油圧圧入機による施工

Ⅰ 施工機械の開発Ⅰ 施工機械の開発

 

広幅型鋼矢板（有効幅600mm）

フランジ
ウェブ

ハット形鋼矢板（有効幅900mm）

ウェブ

フランジ

アーム
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② 油圧圧入機による施工② 油圧圧入機による施工

Ⅰ 施工機械の開発Ⅰ 施工機械の開発

打設済矢板

反力矢板 クランプ打設矢板

把持装置

把持状況

スーパーワイド100 開発機

適応鋼矢板 600mm幅鋼矢板 900mm幅鋼矢板

圧入力 1,000kN 1,000kN

引抜力 1,100kN 1,100kN

圧入スピード 1.5～35.2m/min 1.8～46.1m/min

引抜スピード 3.2～27.5m/min 2.6～52.0m/min

全長 2,720mm 3,150mm

全幅 1,145mm 1,270mm

全高 2,520mm 2,490mm

重量 7,800kg 8,900kg
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② 油圧圧入機による施工② 油圧圧入機による施工

無騒音・無振動での施工が可能であることから、
都市部で適用されることが多いが、
鋼矢板の形状に合わせた専用機械が必要

Ⅰ 施工機械の開発Ⅰ 施工機械の開発

アーム部２点を把持する圧入機を開発

Ⅱ 施工機械の特長Ⅱ 施工機械の特長

アーム部を把持することから、１０Ｈ、２５Ｈとも打設可能
可能な限りの軽量化を実現（本体重量８．９ｔ）
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ハット形鋼矢板900施工実績ハット形鋼矢板900施工実績

【凡例】

国交省工事 施工済 １５件

Ｈ１８年３月３１日時点

国交省以外 施工済 １３件

施工実施決定ﾊﾟｲﾛｯﾄ物件 ２件
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共通部分に掲載

【次世代鋼矢板（ハット形鋼矢板９００）の採用】
従来の鋼矢板から有効幅を広げ、継手位置を最外縁化すること
で、鋼材重量、施工必要枚数を低減、あわせて、継ぎ手効率に
よる断面性能低減が不要となる。また、長尺施工や省スペース
施工が可能となる。

概 要

コスト縮減効果

モデルケースでは、施工コストが約９％縮減。
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建設物価

積算資料

施工歩掛についてもバイブロハンマ工法標準積載要領に記載
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・優れた施工性
・高い構造信頼性
・優れた経済性

本設壁体として
様々な用途に適用可能

４. 『ハット形鋼矢板900』の用途
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適用事例適用事例

護岸・岸壁 （河川護岸、海岸護岸、港湾護岸、岸壁）

経 済 性

ハット採用のポイント
○ 急速施工が可能
○ 用地取得量が少ない
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○ 後背地制約でL型擁壁の設置が困難な場合
○ 切土施工で仮設鋼矢板が必要な場合
○ 基礎地盤が軟弱な場合

擁壁 （道路擁壁、宅地造成擁壁）

経 済 性

ハット採用のポイント
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無対策 ハット900による対策

沈下対策 （道路盛土、河川堤防、鉄道盛土、宅地造成盛土）

経 済 性

ハット採用のポイント

長 尺 施 工

○ 地盤改良工法より、低コストかつ短工期での
施工が可能

○ 周辺地下水への汚染影響がない
○ 狭い現場においてもコンパクトな施工が可能
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水路 （下水開きょ、農業用排水路）

経 済 性

ハット採用のポイント

短 工 期

○ 住宅密集地等で、仮設鋼矢板の残置が必
要な場合
○ 狭小空間での施工で、従来の工法では水
路の新設・拡幅が困難な場合
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止水壁 （調節池・調整池、基盤漏水対策）

○ ＰＣ壁、ソイル壁より安価
○ 周辺地下水への汚染影響がない
○ 常時浸透流がある場合でも即効果発揮

経 済 性

ハット採用のポイント

止 水 性
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－ 本設壁体用鋼矢板 －

－10H－
－25H－

鋼管杭協会

ハット形鋼矢板900 




